
現在の感染拡大は、感染者（特に無症状・軽

症）が集まり、感染地域ができ、そこから感染

が広がっています。感染震源地を明らかにし、

その地域の住民や在勤者・事業者全体にPCR検

査を実施することが、感染者を隔離・保護して、

感染を防ぐことにつながります。

申し入れでは、ＰＣＲ検査について「感染拡

大の可能性のある地域を特定し、そのエリア内

すべての店舗の従業員・連絡可能な顧客のＰＣ

Ｒ検査を実施すること」を要望。健康部長は、

現在のPCR検査の状況について、「衛生研究所

80件、検査センター30件に大学や民間施設を

あわせて433件（6月末）の処理能力がある」

「現在は2日後まで予約がされている」ことを

明らかにし、「今後、衛生研究所への機器の導

入や民間機関への委託を考えている」とPCR検

査拡大の考えを示しました。

検査で陽性が出た場合、軽症・無症状の方の

自宅療養が大問題になっていることを市議団か

ら指摘しました。

健康部長は「自宅療養の方には保健所から毎

日連絡している。健康に注意が必要な場合は、

オキシメーターを渡して自分でチェックしても

らっている」「軽症・無症状の方の宿泊療養施

設確保については、県が担当。名古屋市に要請

されているのでこたえていきたい。」とこたえ

ました。

市議団は「自宅療養は大変多い。例えば、ひ

とり暮らしの方は食事の確保などの支援が必要

になる。外出せざるを得ない状況はつくらない

ようにしてあげないといけない。感染者は隔離

と治療が基本。いそいで宿泊療養施設の確保を

し、隔離と療養ができるように」と要望しまし

た。
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新型コロナウイルス感染症の第２波を食い止めるための緊急申し入れ

日本共産党市議団は繰り返し、新型コロナウィルス感

染防止のため、ＰＣＲ検査の拡充、接触者センターの体

制強化等を名古屋市に申し入れてきました。7月中旬から

の感染の第２波とも言える状況で、名古屋市民のいのち

と健康、暮らしと生業を守るために、28日、緊急に申し

入れました。

陽 性 者 の 療 養 ・ 治 療 に 全 力 を

P C R 検 査 拡 大 で 感 染 防 止 を


